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3P−2073　　乳 酸 菌 に よる CCA （Gu1
＋

，
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，
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）防腐 処 理

　　　　　　 廃 木材 中の 重金 属溶 出
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3P・2074 物 質循環 系 に立脚 した有 機栽培 シ ス テ ム の 構築
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［目的］近年，建築廃木材の リサ イク ル ，特に CCA （銅，ク ロ ム ，ヒ素）防腐処

理木材 の再利用法が注 目されて い る．我 n は，培養環境 の 設定 が容易で ，か

っ 木材
．
成分 の化学変化 の 原因と な る酵 素類の 生産 も少 な く，さら に人体 へ

の 影 響が ほ と ん ど な い乳 酸菌 と有 機酸 を 用い る 生 物学的溶出法に っ い て 検

討 し た の で 以 下に そ の 結果を 報告す る．
［方法 と結果 ］CCA 注 入 木 材

．
を 60C の 乾 燥 器 中で 1週 間 にわ た って 強 制 乾 燥

した 後 ，さ ら に 1 ヶ 月 間 臼然 乾燥 した ．次 いで こ の 木材 の表 層 （深 さ3cm
まで ） を切 断 して 粉 砕機 （ZERMA （tt）　 ，　ZSS ／500型） に よ 一）て チ ッ プ化

した 後．ミキ サ ーで 細 断 し．さ らに ・lmm の 孔径 の笳 で 均
一

化 して 被検防腐

木材 と し，以 後の 実験 に 用 い た ，本実 験に おい て は，独立 行政法 人 製品 評

価技 術基 盤機購バ イ オ テ ク ノ ロ ージーか ら購 入 した4種類 の乳酸 菌を用 い

た．溶 出実験 で はペ プ トン 3g ，窄素源 と して 麦芽 エ キス 15g ，炭素源 と し

て グル コ
ー

笨40g を 1Lの 蒸留水 に 添 加 して pH 　7．5 に 調整 した もの を 液体

培地 と した ．？c の液 体培地 にあ ら か じめ 前培養 した それぞ れの 乳酸菌培養

羇認 ぞ膿蠶 魏灘 蠶欝蓊轟 謹 製 雛
銅 ：96％ ，ク ロ ム ：86％ ，並 び に ヒ素 ：98％ の 溶 出が 可 能 で あ る こ と を 明　　　　　て
らか に した ． 　　　　　b

【背景、目的】食の 安全 ・安心 が 求め られ て お り、先進国を 中心 に 有機農

法 が 広が りを 見せて い る。こ う した状況下、土壌 中に お け る バ イオ マ ス の

物 質循環 に 関す る研究が 稜極 的に 行 われ て い る。本研究で は 、土壌環境中
の バ ク テ リア 量、窒素循環活性、リン循環活性、および植物生長に 関連す

る 化 学物質景 に着 目し、土 壌 の 管理 ・制御 を 中心 と した 有機栽培 シ ス テ ム

の 構 築 を 目指 した 。
【方法 お よ び結 果】土 壌 中 のバ ク テ リア ・バ イオ マ ス 量 は 、eDNA 解析法

に よ り行 一
t た 。蟹 素 循 環 活 性 は、土 壌 中の ア ン モ ニ ア お よ び 亜 硝酸 の減少

量 よ り定 量 した。リ ン 循 環 活 性 は 、フ ィ チ ン 酸か ら水 溶性 リ ン 酸 の 遊離

量 に よ り定 量 した 。また 、植 物生長 に関 す る化 学 物質 量 で あ る、硝酸態窒

素、水溶性 リン 酸、お よび水溶性 カ リウ ム景 は 、それ ぞ れ プ ル シ ン
・

ス ル

フ ァ ニ ル 酸法、モ リブデ ン 青法、お よ び原 子 吸 光光度法 に よ り測 定 した。
種 tt の 土 壌 （30ザ ン プル ）を分析 し、上記 データ に 関す る デーダ ベ ー

ス

を 作成 した 。その 結果、土 壌 の物質循環 を活性化 し維 持する ため に は、特

に 窒 素循環活性 とバ ク テ リア ・バ イ オ マ ス 量 の 制御が 重要で ある こ とが 明

らか とな ．⊃た 。また 、窒 素循環活性 とバ ク テ リア ・バ イ オ マ ス 量の 維持 に

関 して は 、全 炭素 お よび 全 窒 素 の比 お よ び旦 が 重 要な 役割を 果た して い る

こと が 示 唆 され た 。これ ら の デ ータ に基 づ き 、有 機栽 培 シ ス テ ム の ため の

物 質量 等の 最適範 囲 を 決 定 した 。
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3P−2076 針葉樹 リ グ ニ ン の エ ポキ シ 樹脂化と 化学的 特性
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【背 景
・
目的】 エ ポキシ 樹脂 は その優 れた特性か ら工 業 など幅広 い分野で

使用 され て い る．しか し、現在その 原料 と して 最 も多 く使用 されて い る ビ

ス フ r．ノ ールA は 環境 ホル モ ン作用が 疑わ れ て お り、ま た 石油山来で ある

た め 化石 資源 の 枯渇問題 に も影響を受け る。従って 、ビ ス フ ェノール A の

代替材料 の開発が急務で ある。
一

方、植物性 バ イオ マ ス 由来 の リグ ニ ン は 現 在大部 分が 廃棄 されて い る

が 、構造 中に二 っ 以上 の 水酸 墓を 有する た め新規エ ポ キ シ 樹脂材料 に 成 り

得 る と期待 され て い る。
本研究 で は、成 長速 度 が 速 く、常 に 一定 の 資源 量 を 得 る こ とが 可 能 な竹か

ら メ タ ノ ール 可溶 性 リグ ニ ン を 抽 出 し、新 規 エ ポ キ シ 樹 脂 を 合 成 す る方 法

に つ いて 検討 した 。
【実験方 法 ・結果 】前処 理 と して 水 蒸気 圧力35atm 、蒸煮 時間5分 の 条

件下 で 竹 チ ッ プ の 水 蒸気爆砕処 理 を行 った。次 に 竹爆砕 物中 の 水可 溶性

成分 を蒸留水 で 抽 出除去 し、メ タ ノ ール で リグ ニ ン の抽 出 を行 った 。そ

の 結 果、爆砕 処理物 の 乾燥 重量 当た り31 ．2％ の メ タ ノール 可溶性 リグ ニ

ノ （純度99 ．4 ％ ）を 抽出す るこ とが で きた。次 に メ タ ノ
ー

ル 可溶 性 リグ

ニ ン とエ ピ ク ロ ル ヒ ド リ ン を 用い て エ ポキ シ 樹脂合成反 応を行 ．．た とこ

ろ、収率75．2％で エ ポ キ シ 当 皐：285．3g 〆eq の 未 硬化エ ポ キ シ 樹 脂を 得 た。
さ ら に メ タ ノール 可 溶 性 リ グ ニ ン を 硬 化 剤 と して 用 い 、こ の 未硬 化樹

脂 の 硬 化反 応 を 行 っ た 結 果 、ビス フ ェ ノ ール A 由 来 の エ ポ キ シ 樹 脂の 熱

耐 性 （Td5＝3．　30．3℃、　 Char収 率＝10．5％ ｝ と 1司等 ま た は そ れ 以 上 の 熱 耐 性

〔Td ．，≡299 ．1℃、　 Char 収率＝38．5％ ）を有す る硬化 エ ポキ シ樹脂 を得 た，
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［背 景］エ ポキシ樹 脂製造 の代表 的な原料 で あ る ビス フ ェ ノール A は 、環境
省が発表 した 「環境 ホル モ ン 戦略計 画SPEED

’
98」 で 内分泌纜 乱作用 を

有す る と疑われ る 化学物 質 と して登録 されて お り、化石 資源 か ら製造 さ

れ る こ とが 循環型社会の形成 にお い て 問題視 されて い る。本研究で は、日

本に 豊富に存在する木質バ イオ マ ス の リグ ニ ン に 着 目した 。リグ ニ ン は 2
っ 以上水酸基 を有す る無定形 の天 然 高分子で あ る。一方、木質バ イ オ マ ス

は 日本で 林 内に 放置 され る木材 の量 が年間約2，000万 mn 　（東京 ドーム 16杯
分）に の ぼ り、木質バ イオ マ ス の 有効活用 法の 開発が望 まれて い る 。
［月 的］針葉樹 の ス ギ か ら抽 出 した リグ ニ ン を ビ ス フ ＝ノ ール A の 代替原料

と して 用 い た エ ポ キ シ 樹 脂合成と 化学的特 性を 評価 した。
［実 験 方 法 お よび 結果］ス ギ の リグ ニ ン の 抽 出 に有効で ある水 蒸気爆砕処理

（蒸気 圧 25 −45atm 、蒸煮時 間5分） を 行
．・た と こ ろ、最大収率 約2〔〕％ の

爆 砕 リ グ ニ ンが 得 られ た c 爆 砕 リ グ ニ ン に 含 まれ る 不 純物 の 割合 は 蒸気

圧 の 上 昇に 伴 い 減少 傾 向 に あ 一・た e 爆 砕 リ グ ニ ン の エ ポ キ シ 化後、収率
76 ％ 、エ ポキ シ当量 300gfeq の エ ポ キ シ 化 リグ ニ ン が 得 られ た。硬化後、
TG に より測定 した と こ ろ、ハ ンダ耐 熱と して必 要 と さ れ る 280℃ にお いて

も状態を保持す る こ とがで き た。さ ら に硬化 剤に 爆砕 リグ ニ ン を 使 用 す る

こ と に よ り、ほ ぼ 100 ％バ イオ マ ス 由来樹脂 の合 成 が可 能で あ る こ とが 確

認 で きた 。以上 の こ とか ら、リグニ ン エ ポキシ 樹 脂は耐熟性を必 要 とす る

電 子材料 な どに 応 用で きる可能性が あり、石 油依存社 会の 脱却に 貢献す る

グ リーン プ ロ ダ クツ と して 期待で き る。
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